
学校法人安城学園  安城学園高等学校
〒446-8635　安城市小堤町4-25　TEL.0566-76-5105（代）　http://www.angaku.jp/

2018
vol.
119あ や ぐ も

発行日 2月20日

　合同自主公演では、たくさんの高校が集まってダンスを発表します。
AGDCのダンスが少しでも多くの人の心に残るように練習をとても頑
張りました。また、他校のダンスを見ていい部分や取り入れたい部分
など多くの発見があり、勉強になりました。大会ではライバルになりま
すが、エンディングを一緒に練習し発表をするという経験ができ、とても
楽しい時間を過ごすことができました。

　部活動や自主活動、勉強面などいろいろなステージで夢を追え
る場に、夢に向かって頑張っている人たちを応援しあうことができる
場にしたい、ということからこの方針になりました。学びの場を支え
るため、生徒会では助成金学習会を行い、クラブ生とともに街頭
署名や募金活動を行いました。みなさんと学校生活をよりよくする
ために日々、活動しています。

●普通科2年8組　谷川 夢美　幸田北部中学校出身　

●普通科2年4組　永田 涼子　豊南中学校出身
●商業科3年1組　坂田 大和　鶴城中学校出身

　僕がこのような結果を
得ることができたのは、
夏休みに毎日3時間、合
計100時間勉強すると
いう目標を掲げて日々努
力できたからだと思いま
す。そしてそれは、商業科
の先生方のサポートの
おかげです。安城学園
初の国家資格取得がで
きたのはとても名誉なこ
とだと思うので、これから
進学先でも資格取得に
励んでいきたいです。

　本番の背景に
使われる絵を描く、
書き割り作業を行
いました。とても大
きな作品で大変で
したが、今年も多く
の方々のご協力に
より完成すること
ができました。本当にありがとうございました。私たち第30次創作
ミュージカル実行委員は、キャスト14名、スタッフ30名の総勢44
名で活動しています。これからも公演にむけて日々努力していき
ます。今年で30年目を迎える創作ミュージカルをぜひ見に来てく
ださい。
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　3年生の皆さん、卒業おめでとうご
ざいます。
　2018年2月21日。この日はあなたた
ちの人生にとって大切な節目の日と
なります。大きな希望と若干の不安を
抱え、それでも声を震わせながら式
場で返事をしたあなたたちの3年間
にひとつの区切りがつくのです。
　新しい生活に慣れようと必死だっ
たFC（フレッシュマン･キャンプ）、1年

生ながら総合優勝を勝ち取った体育祭、とにかく大きなものを作
ろうと1クラス1企画で臨む学園祭、部活動でも自主活動でも中心
学年として大きな歯車になっていった2年生。修学旅行ではさま
ざまな文化や人 と々ふれあい、東北ボランティアには3年間を通し
て大勢が足を運んでいます。そんな体験を通して成長した3年
生ではFCのアシスタントとして後輩の前に堂 と々立ち、高校生と
して最後の学園祭ではステージ発表やバザーを成功させるた
めに各クラスから素晴らしいパフォーマンスが生み出されました。
そして3年生の圧倒的な存在感を見せつけた球技大会の盛り
上がりは、勝ち負けよりもクラス一丸となって応援する姿が目に焼
き付いています。
　年末の女子バスケのウィンターカップは、まさに「秒」を争う戦
いでした。あれほど緊張感があり、観ている側の手に汗を握ら
せ、それでも勝利を目指して最高のプレーを試みる数秒間。そこ

にはそれまでのすべてが凝縮されると同時に、永遠かとも思え
るほどに引き延ばされた「時間」があり、その中で精一杯の力を
出し切っていく姿がありました。とても美しい瞬間でした。しか
し、これはバスケットだけではありません。陸上でもテニスでも、
野球でもサッカーでも、そして吹奏楽や弦楽、箏曲が一音一音
を奏でる瞬間でも同じではないでしょうか。
　学習面でも早期から補習や模試に大勢が参加し、早朝から
夏冬の長期休暇中まで進路目標獲得のために時間を費やし
てきました。その中にはそれぞれが就職や進学の道をつかんで
いく中で、最後まで何度も何度も諦めずに挑戦している人もい
ます。ここに注ぎ込まれる時間も同じように輝いています。
　イギリスの詩人にウィリアム･ブレイクという人がいます。その
彼の作品の中に、
　　　一粒の砂の中に全世界をみる
　　　一輪の小さな花の中にすべての宇宙をみる
　　　一瞬の中にあらゆる時を見る
というものがあります。これは15年も前の「創作ミュージカル」の
モチーフにもなりました。皆さんが過ごした3年間は、あなたたち
の人生の中でほんの一瞬のものでしかありません。これから生
きていく時間の中で、高校での3年間は多くの時間の中に埋も
れていきます。しかし、この高校生活で得られた経験はこれから
先のあらゆる時間を照らしだしていくものです。これからも皆さ
んが「一瞬の永遠」という積み重ねを力強く生きてほしいと願っ
ています。

卒業生へのメッセージ

黒柳 貴夫
3年学年主任

創立105周年行事紹介
学校法人安城学園創立105周年を記念して、さまざまな事業を行いました。

関 神一
安城学園高等学校 
校長 関 神一
安城学園高等学校 
校長
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人が、決め手である
　　「人が集まることが始まりであり、
人がいっしょにいることで進歩があり、

人がいっしょに働くことで
成功をもたらしてくれる」

（ヘンリー・フォード：アメリカ/フォード・モーター創業者）

　社会は人なりである。もちろん、国家の三

要素に国民が含まれるように、国家も人なり

である。

　学校において、人が集まるのが入学式、そ

れは、充実した学校生活を送るという向上心

を持つ人の集まりでありたい。

　次に、集まった人が、クラス・クラブ・自主活

動等という仲間を組織し、良きリーダーを選

ぶ。リーダーの下に団結力を固めること。そし

て、全生徒が自分の役割をそれぞれに果た

し、どう行動するかを理解する。あとは同じ目

的に向かって共に活動することが求められ

る。その結果が、生徒一人一人の幸福と、学

校という組織の発展につながるのが理想だ。

　新しい年を迎え、卒業式を目前に控え、そ

して新年度、新たな仲間（新入生）を向かえ

るにあたって…

巻 頭 言

princ ipal
speech

●8月11日（金）開催

東日本から学ぶプロジェクト
防災フォーラム

●11月22日（金）開催

創立105周年記念式典

●12月10日（日）開催

ウインターコンサート＆
「夢のさなか～寺部だい一代記～」
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　今年は、昨年見ることのできなかった高
野会館（震災遺構）の中に入ることができ
ました。そこは壁も破れ、天井もはがされて
おり、どういった場所だったのかということが

わからないほどで、地震や津波の怖さ、恐ろしさを感じました。今
できていることがどうしても当たり前だと思ってしまいますが、実
際に東北での話や現状を見ると、当たり前こそ大切にし、貴重
なものなのだということを強く感じました。そしてこの経験を広く
伝えていきたいと思います。

榊原 徹
碧南東中学校出身

普通科　2年6組

「当たり前」こそ貴重なもの
　自分はこの東北ボランティアに行き、さま
ざまな人の話しを聞いたり体験したりして、
改めて震災の恐ろしさや悲惨さを感じまし
た。今、自分たちが普通にサッカーをしたり、

勉強をしたり、帰れる家があったりと、その一つ一つが幸せであ
り感謝しなくてはいけないと感じました。これからもサッカーや勉
強で辛いことや苦しいことがあると思いますが、サッカーや勉強
ができる幸せを忘れず、毎日を過ごしていこうと思います。

岩間 隆泰
碧南中央中学校出身

普通科　1年11組

サッカーや勉強ができる幸せに感謝

足を運んで経験したことを、これからにつなげて

弦楽部 安城デンパーククリスマスコンサート
2017年12月23日　安城産業文化公園　デンパーク

　クリスマスコンサートということで、クリスマスソ
ングや「ヘンデルとグレーテル」「トゥーランドット」
など様々な曲を演奏させていただきました。私た
ちの演奏をたくさんの方々に聴いていただき、笑

顔になったり楽しい気持ちになったりしてもらえたら嬉しいです。これ
からも成長できるように日々頑張っていきたいと思います。

渡邉 穂花
蒲郡中部中学校出身

商業科　3年2組

演奏で笑顔を楽しい気持ちを

弦 楽 部

合唱部 安城デンパーククリスマスコンサート
2017年12月23日　安城産業文化公園　デンパーク

　今年もたくさんの方々が私たちの歌を聴いてく
ださいました。一緒に口ずさんでくれる方、踊って
くれる方がいてとても楽しくコンサートをすること
ができました。コンサートが終わると「素敵な歌を

ありがとう」と声をかけてくださいました。この言葉を聞くと、合唱をやっ
ていて本当によかったと実感します。これからも仲間を大切にし、笑
顔と思いやりのある歌を目標に日々練習に励んでいきたいです。

石黒 加奈
藤岡中学校出身

普通科　2年4組

合唱をやっていてよかったと実感

合 唱 部

桜町小学校クリスマスコンサート
2017年12月10日　桜町小学校

　私たち吹奏楽部は、桜町小学校で行われた
クリスマス会で演奏させていただきました。小学
生のみなさんや地域の方々が集まりクリスマス
ムードの中、流行の「ダンシングヒーロー」や「クリ

スマスソング」などを演奏しました。小学生のみなさんにおなじみの
「男サー」も出演させていただき、私もメンバーの一員として踊らせて
もらいました。男サーの醍醐味である気持ち悪いダンスをみて「キモ
い」と言ってくれることに快感を覚えます。演奏を終えた後、「ありがと
う」と言ってもらえることで頑張ることができます。

安田 有希
平坂中学校出身

普通科　3年12組

「ありがとう」で頑張れる

吹 奏 楽 部

　今回で7回目の活動参加になりましたが、年々思うことは「つ
ながりの強さ」です。気仙沼復興協会「KRA」の方々、明海荘の
方々、ゆず農家の小山さん、ホテル観洋の伊藤さんなど、本当に
多くの方 と々関りを持つことにより、この震災を伝えていく重要性
を学ぶことはもちろん、人の命そのものについて考えさせられまし
た。
　街自体は至る所がかさ上げされ、新たな建物があると、復興は
進んでいるように見えますが、「当時の状態にはもう戻れない」
「あの風景は見られない」そんな話を聞くと、本当の復興とは何な

野球部・サッカー部による7回目の東北ボランティア活動

野球部顧問　廣中隆一

日程と
主な内容

のかを感じてしまいます。やはり実際に足を運ばなければ感じられ
ないこと、こうして伝えなければならないことは、今回の活動を通し
ても多くありました。
　なかなか震災当時の状況が残っている個所は少なくなってい
るため、当時の様子や震災がもたらしたものというのは、目に見え
にくくなっています。だからこそ、実際に現地で活動に参加させて
いただいた私たちが強く、広く経験したことや感じたことを伝えて、
これからにつなげていく必要があると感じました。

東 北 ボラン ティア 活 動
東日本 から学 ぶプ ロジェ クト

2017年の12月26～29日まで、今回で7回目となる東日本大震災の復興ボランティアに参加させていただきました。
今回は雪が降ってしまい、当初予定していた海岸清掃から仮設住宅の雪かきへと活動を変更して行うことになりました。

［12月27日］
気仙沼にて仮設住宅の雪かき。
大島にフェリーで渡り、ゆず農家の小山さん宅で清掃活動と
ゆずの採取。夕食後、明海荘の方に震災を語っていただく。

［12月28日］
南三陸、ホテル観洋の伊藤さんに
震災を語っていただく。　
「海が見える命の森」の整備作業
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11月～1月の行事 SchoolEvents

日本史セミナー
2017年11月11～12日
平等院、維新ミュージアム、大原三千院等

2017年 2018年

　2日目に行った立命館平和ミュージアムが印象
に残っています。戦争はなぜおきたか、平和とは何
かを学びました。学校で教わった内容よりも更に
詳しく教えてもらい、とても勉強になりました。他に

も行った場所全てが美しく、まさに「京都」を感じられる場所でとても良
かったです。セミナーはとてもいい経験だったので、来年も行きたいと
思います。

増田 朱里
知立南中学校出身

普通科　1年1組

「セミナーは勉強になるいい経験」
　最初は英語をしゃべって聞いての生活
に疲れ果てましたが、次第に理解できるよ
うになり本当に嬉しかったです。英語だけ
に集中できる環境は、滅多にない素晴らし

い体験でした。貧富の差などに驚くこともありましたが、日本で
いかに幸せに生活できているかが実感できました。

内藤 有紀
吉良中学校出身

普通科　1年1組

「英語に集中できる素晴らしい体験」

　セブ島の学校寮の設備や食事は私に
は合わず苦労しました。授業では最初は上
手に話せませんでしたが、次第に応答も英
語でしっかりできるようになって、英会話が

とても好きになりました。英語の大切さを学べた1週間でした。

野田 晟那
有松中学校出身

普通科　1年1組

「英語の大切さを学べた1週間」

球技大会
2017年12月15・18日　安城学園高等学校　体育館

冬のセブ島　英語語学研修
2017年12月24～30日　セブ島

　この優勝があるのは、応援や一緒に練習してく
れた友だち、そして10組のみんなが最後まで協力
してくれたからだと思います。僕たちは自分たちで
課題をみつけ、みんなで話し合い、常に新しいこと

に挑戦することを心がけていました。意見のぶつかり合いや意地の
張り合いなどはありましたが、最後にはいい形で本番を迎えることが
でき、本当によかったです。最後の球技大会は最高の青春でした。

神谷 皐
高浜中学校出身

普通科　3年10組

「球技大会男子優勝」
　私たち3年8組は男女の仲がとてもよく、にぎや
かなクラスです。高校生活最後の球技大会では
3年8組バレーボール部を結成し、昼放課や土日
に多くの人が集まりました。男子は残念ながら2

回戦敗退となってしまいましたが、その分まで頑張ろうとさらに士気を
あげることができました。決勝戦の応援もあり、この優勝は女子だけで
はなく、クラス全員で勝ち取ったものだと思います。8組にとって大きな
思い出となりました。

磯貝 千秋
寺津中学校出身

普通科　3年8組

「球技大会女子優勝」

弁論大会
2017年12月14日　安城学園高等学校　体育館

　今回の弁論大会は、私にとって2回目の挑戦
でした。前回はサマーセミナーでの発表でした。そ
れとは異なり、自分のことを知っているみんなの
前での発表は勇気のいることでした。しかし、クラ

スメイトや先生方の力を借りて、自分の想いを自分の言葉で伝えるこ
とができました。この弁論は私一人の力では絶対に完成できず、今ま
での経験と仲間の応援があったからこそ完成させることができたので
す。弁論を通して改めて「言葉」の大切さと周りの人の存在の大切さ
を学びました。クラスや学年の仲間、たくさんの先生方に本当に感謝
しています。

黒木 愛華莉
依佐美中学校出身

普通科　2年3組

「弁論大会最優秀賞を受賞して」

　針供養に参加して、針のありがたさに改めて気づくこ
とができました。針がなければ自分が家庭総合の時間
に制作したエプロンはもちろん、毎日着ている服も作る
ことができません。裁縫女学校としてはじまった安城学

園高等学校もなかったかもしれないし、友だちと出会うこともなかったかもし
れません。針に感謝して、これからの生活を送っていきたいと思います。

井戸田 明花音
有松中学校出身

商業科　2年2組

「一針の大切さ」

針供養
2018年1月17日　安城学園高等学校　西館視聴覚教室

　1年生の時の創作発表会では、映像制作が
まだなかったため、どのような感じなのか少し心
配していました。しかし実際に見て、非常に楽し
そうで、お笑いの要素もあり楽しみになりました。

来年度には、今年の3年生に負けないクオリティの高いものを作り
たいです。

神谷 龍希
安城南中学校出身

普通科　2年11組

　自然と科学の講座は、観察や実験ばかりかと
思っていましたが、食べ物をつくることも多いと
聞いて、驚きました。実際に液体窒素と材料を
混ぜるだけで、アイスクリームになってすごいと

感じました。実験は一人ではできないから、班のみんなと協力して行
動していきたいです。

轡田 英里紗
竜北中学校出身

普通科　2年11組

創作活動発表会
2018年1月19日　安城市民会館・安城学園高等学校
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Club activity report

クラブ活動報告 2017年11月～2018年1月

　12月23日から行われたウインターカップで、準優
勝という結果を残すことができました。決勝戦の時に
は、多くの先生方や生徒のみなさんがわざわざ東京
まで足を運び、応援をしてくださいました。ほかにも学

校でＴＶ放送や速報をみてくれた人もいて、安城学園高等学校はとても
温かい学校だと感じました。本当にありがとうございました。「日本一」とい
う目標に向かってチーム一丸となり頑張った時間はとても充実し、大きく
成長することができました。そしてこの環境をつくってくれた先生や保護者
の方、仲間たちに感謝しています。これからも応援よろしくお願いします。

上村 菜々美
瀬戸市立南山中学校出身

普通科　3年12組

女子バスケットボール

ウインターカップ2017
第70回全国高等学校
バスケットボール選手権大会 準優勝！
2017年12月23～28日
場所／東京体育館

　去年に続いて2回目の出場となっ
たこの大会は、去年達成できなかった
「決勝に残る」を目標に頑張りました。
1日目の予選では84名の選手がいる

中で、競技順が1番であり少し緊張しましたが、いつも通り
落ち着いて登ることができ4位で準決勝に出場することが
できました。そこで6位となり、挑んだ決勝では自分の力を出
し切ることができました。そして準優勝という結果でこの大
会を終えることができました。応援ありがとうございました。

倉 奈々子
刈谷南中学校出身

普通科　2年11組

スポーツクライミング部

第8回全国高等学校選抜
スポーツクライミング選手権大会
準優勝！
2017年12月23～24日　
場所／埼玉県加須市民体育館

選抜スポーツ
クライミング大会で
準優勝して

準優勝!

準優勝!

　私はドラムメ
ジャーという全体を
引っ張る責任の大
きな立場に選ば

れ、自分に務まるか不安でした。しかし、
仲間や先生方が支えてくださったおかげ
で、本番は楽しんで6分間の演技ができ
ました。そして金賞という結果が残せた
のも、厳しく指導してくださった顧問の先
生方、コーチや支えてくれた仲間、応援
してくれた友人や家族のおかげです。本
当にありがとうございました。

北村 遥名
岡崎南中学校出身

商業科　3年1組

吹奏楽部

第30回全日本マーチングコンテスト
金賞受賞！
2017年11月19日　　
場所／大坂城ホール

仲間や先生、
友人や家族のおかげで
金賞受賞

金賞!

先生や保護者、
仲間たちに感謝
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成長することができました。そしてこの環境をつくってくれた先生や保護者
の方、仲間たちに感謝しています。これからも応援よろしくお願いします。

上村 菜々美
瀬戸市立南山中学校出身

普通科　3年12組

女子バスケットボール

ウインターカップ2017
第70回全国高等学校
バスケットボール選手権大会 準優勝！
2017年12月23～28日
場所／東京体育館

　去年に続いて2回目の出場となっ
たこの大会は、去年達成できなかった
「決勝に残る」を目標に頑張りました。
1日目の予選では84名の選手がいる

中で、競技順が1番であり少し緊張しましたが、いつも通り
落ち着いて登ることができ4位で準決勝に出場することが
できました。そこで6位となり、挑んだ決勝では自分の力を出
し切ることができました。そして準優勝という結果でこの大
会を終えることができました。応援ありがとうございました。

倉 奈々子
刈谷南中学校出身

普通科　2年11組

スポーツクライミング部

第8回全国高等学校選抜
スポーツクライミング選手権大会
準優勝！
2017年12月23～24日　
場所／埼玉県加須市民体育館

選抜スポーツ
クライミング大会で
準優勝して

準優勝!

準優勝!

　私はドラムメ
ジャーという全体を
引っ張る責任の大
きな立場に選ば

れ、自分に務まるか不安でした。しかし、
仲間や先生方が支えてくださったおかげ
で、本番は楽しんで6分間の演技ができ
ました。そして金賞という結果が残せた
のも、厳しく指導してくださった顧問の先
生方、コーチや支えてくれた仲間、応援
してくれた友人や家族のおかげです。本
当にありがとうございました。

北村 遥名
岡崎南中学校出身

商業科　3年1組

吹奏楽部

第30回全日本マーチングコンテスト
金賞受賞！
2017年11月19日　　
場所／大坂城ホール

仲間や先生、
友人や家族のおかげで
金賞受賞

金賞!

先生や保護者、
仲間たちに感謝
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◇男子バスケットボール部
・西三河地区新人体育大会（1/13・14・21） 優勝
・愛知県高等学校新人体育大会（1/27・28、2/4） 第5位
・ウインターカップ愛知県予選（10/28~11/19） 準優勝

◇女子バスケットボール部
・2017ウインターカップ（12/23~28） 準優勝
・ウインターカップ愛知県予選（10/28・29、11/4・5） 優勝
・西三河地区新人体育大会（1/13・14・21） 優勝
・愛知県高等学校新人体育大会（1/27・28、2/3） 準優勝

◇卓球部
・愛知県高等学校新人体育大会（11/23・25） 5位
・東海高等学校新人体育大会（12/23～25） 6位
・全国高等学校選抜卓球大会（3/24～28）
・西三河高等学校学年別卓球大会（1/27）
　　1年女子　左右田　真希3位
　　2年女子　調子　楓2位、野田　美里3位、金入　穂乃果3位

◇陸上部
・U18U20日本陸上競技選手権大会（のべ9種目出場）（10月）
　　女子走高跳1位・3位、女子円盤投げ2位、女子100ｍH4位、女子ハンマー投7位
・東海高等学校新人体育大会（のべ23種目出場）（10月）
　　男子ハンマー投2位・7位、男子円盤投4位、男子走幅跳7位、男子走高跳2位・7位
　　女子走高跳1位・4位、女子円盤投2位・6位、女子ハンマー投7位、
　　女子1500ｍ2位・7位、女子3000ｍ2位、女子200ｍ8位、女子4×100ｍR3位
・愛知県高等学校駅伝競走大会（11月）
　　女子3位、男子23位
・東海高等学校駅伝競走大会（11月）
　　女子7位
・福井スーパーレディース駅伝（11月）
　　愛知県代表（区間賞）
・市町村対抗駅伝（12月）
　　代表生徒　安城市4名・西尾市2名・大府市1名・知立市1名・刈谷市1名
・安城シティマラソン（12月）
　　女子3ｋｍ1位～8位、女子10km1，3，4，7位、男子10km3，6，7位
・全三河駅伝大会（1月）
　　女子A優勝、女子B3位
・U20日本室内陸上競技大阪大会（のべ4種目出場）（2月）
　　女子走高跳3位、6位

◇バドミントン部
・愛知県高等学校新人体育大会バドミントン競技（10/28、11/3・4）
　　女子団体 ベスト8
　　女子ダブルス ベスト16
　　　加藤真奈美・棚瀬茉亜奈・松本真歩・尾崎瑠美
・愛知県高等学校学年別バドミントン大会（県大会1/6・7・8・13）
　　1年女子シングルス ベスト16　松本真歩
　　1年女子ダブルス ベスト16　押切玲奈・松本真歩
　　2年女子ダブルス ベスト8　加藤真奈美・棚瀬茉亜奈

◇女子バレーボール部
・第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　　西三河予選会（9/30・10/1） 優勝
　　県大会（11/11・12） ベスト8進出
・西三河高等学校1年生バレーボール大会（12/9） 優勝
・西三河高等学校バレーボール選手権大会（12/23）
・愛知県高等学校新人体育大会バレーボール競技
　　西三河支部予選会（1/13・14） 準優勝
・第41回全三河中学・高校東西対抗バレーボール大会（高校の部）（1/20）

◇女子サッカー部
・愛知県高校リーグ1部（6～12月） 4位　優秀選手賞　千賀夏希
・愛知県高等学校新人体育大会（1/7～2/10） 決勝進出
・第6回ＡＩＦＡアウォーズ2017 年間優秀選手　榎本梨乃

◇野球部
・東北ボランティア　宮城県気仙沼市・南三陸町（12/26~29）

◇男子サッカー部
・東北ボランティア　宮城県気仙沼市・南三陸町（12/26~29）
・新人戦西三河予選（1/13・14）

◇ハンドボール部
・愛知県高等学校新人体育大会
　　西三河予選（11/3・11・12）　第5位
　　県大会（12・27）

◇スポーツクライミング部
2年　倉　菜々子（刈谷南）
・第72回国民体育大会山岳ボルダリング（10/1~3）　決勝3位　リード決勝4位
・第8回全国高等学校選抜スポーツクライミング選手権大会（12/23・24） 準優勝
・第13回ボルダリングジャパンカップ（2/3・4）　準決勝　11位

◇吹奏楽部
・第60回中部日本吹奏楽コンクール 本大会　(10/8)
 文部科学大臣賞(1位)・金賞
・第30回全日本マーチングコンテスト (11/20)
 金賞 (2年連続5回目－7年連続出場)
・第40回全日本アンサンブルコンテスト
　　西三河南地区大会 (1/8) 金賞13団体（うち3団体代表）、銀賞2団体
　　県大会　(1/27) 金管八重奏金賞&代表
 フルート六重奏金賞
 サキソフォン四重奏金賞
　　東海大会(2/11) 金管八重奏
・第29回中部日本個人・重奏コンテスト
　　西三河南地区大会(2/4) クラリネット八重奏、金管十重奏
 サキソフォン四重奏金賞＆代表

◇弦楽部
・日本学校合奏コンクール　全国大会（10/21） ソロ部門　銀賞
・日本学校合奏コンクール　全国大会（11/4） グランドコンテスト　銅賞
・アンフォーレハッピーコンサート（11/22）
・夢のさなか（12/10）
・安城、岡崎地域交流コンサート（12/23）
・第23回定期演奏会　安城市民会館サルビアホール（2/4）

◇合唱部
・JR安城さわやかコンサート（10/28）
・夢のさなか（12/10）
・安城デンパーククリスマスコンサート（12/23）
・第24回愛知県ヴォーカルアンサンブルコンテスト（1/9） 銀賞・銅賞
・第13回定期演奏会　アンフォーレ（2/12）

◇書道部
・第32回高文連東西三河支部書道展（11/8~12）

◇美術部
・第32回高文連美術・工芸専門部西三河支部展（1/23~28）
・30年度アートフェスタ・愛知県高等学校総合文化祭（8月）
　　美術・工芸専門部代表作品　2年　池端　京花　　

◇演劇部
・第70回中部日本高等学校演劇大会（7月） 西三河第二地区大会優秀賞
・第70回中部日本高等学校演劇大会（8月） 愛知県大会奨励賞
・第36回市民演劇祭（2/3）
・西三第二地区合同発表会（12/23・24）　優秀賞

◇箏曲部
・愛知県高等学校文化連盟　日本音楽部門　第32回発表会（箏曲・能楽　県大会）
　　「さらし風手箏」演奏　奨励賞（1/6）
・創設10周年記念箏曲演奏会（1/14）

大会・試合結果　２０１7年10月～２０１8年1月

　11月4日に行われた日本学校合奏コンクー
ルに出場し、チャイコフスキー作曲「弦楽セレ
ナーデ第1楽章」を演奏しました。全国の舞台
はいつもとは違う環境で緊張しましたが、みんな

の顔を見ながら安心して演奏することができました。結果は銅賞でし
たが、4月からみんなで練習を重ねてきたことが全て発揮できたと思う
ので、達成感でいっぱいです。後輩たちには私たちよりも上の賞を
取ってほしいです。応援してくださった方々、ありがとうございました。

木村 真衣奈
依佐美中学校出身

普通科　3年5組

弦楽部

第6回日本学校合奏コンクール2017
2017年11月4日　
場所／千葉県文化会館

持てる力を発揮し、
達成感でいっぱい

　老人ホームや学園祭などで演奏す
る機会はありましたが、たくさんのお客さ
んの中演奏するのは初めてで、とても
緊張しました。演奏が無事終わり、来て

いただいた多くのお客さまに「よかったよ」と褒めてもらえまし
た。創部10周年という節目の年に演奏ができ、とてもいい思
い出になりました。ありがとうございました。

齋藤 美香
安城南中学校出身

普通科　3年2組

箏曲部

創部10周年演奏会
2018年1月14日　
場所／安城市東部公民館

はじめての演奏会

卓球部

全国選抜出場決定！
2017年12月23～25日　
場所／東遠カルチャーパークさんりーな

全国大会出場!

　私たち卓球部は、全国選
抜卓球大会・東海選考会に
おいて6位に入賞し、3月25
日から28日まで福井県営体

育館で行われる全国選抜卓球大会に出場できる
ようになりました。日頃から支えてくれる家族・コー
チ・監督、そして一緒に頑張っている仲間に感謝
しながら、全国の舞台では悲願である「全国大会
での団体1勝」に向けて、安城学園高等学校らし
い団結力で楽しんでプレーしたいと思います。

髙木 玲於奈
益富中学校出身

商業科　2年2組

悲願「全国大会での
団体1勝」に向けて
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◇男子バスケットボール部
・西三河地区新人体育大会（1/13・14・21） 優勝
・愛知県高等学校新人体育大会（1/27・28、2/4） 第5位
・ウインターカップ愛知県予選（10/28~11/19） 準優勝

◇女子バスケットボール部
・2017ウインターカップ（12/23~28） 準優勝
・ウインターカップ愛知県予選（10/28・29、11/4・5） 優勝
・西三河地区新人体育大会（1/13・14・21） 優勝
・愛知県高等学校新人体育大会（1/27・28、2/3） 準優勝

◇卓球部
・愛知県高等学校新人体育大会（11/23・25） 5位
・東海高等学校新人体育大会（12/23～25） 6位
・全国高等学校選抜卓球大会（3/24～28）
・西三河高等学校学年別卓球大会（1/27）
　　1年女子　左右田　真希3位
　　2年女子　調子　楓2位、野田　美里3位、金入　穂乃果3位

◇陸上部
・U18U20日本陸上競技選手権大会（のべ9種目出場）（10月）
　　女子走高跳1位・3位、女子円盤投げ2位、女子100ｍH4位、女子ハンマー投7位
・東海高等学校新人体育大会（のべ23種目出場）（10月）
　　男子ハンマー投2位・7位、男子円盤投4位、男子走幅跳7位、男子走高跳2位・7位
　　女子走高跳1位・4位、女子円盤投2位・6位、女子ハンマー投7位、
　　女子1500ｍ2位・7位、女子3000ｍ2位、女子200ｍ8位、女子4×100ｍR3位
・愛知県高等学校駅伝競走大会（11月）
　　女子3位、男子23位
・東海高等学校駅伝競走大会（11月）
　　女子7位
・福井スーパーレディース駅伝（11月）
　　愛知県代表（区間賞）
・市町村対抗駅伝（12月）
　　代表生徒　安城市4名・西尾市2名・大府市1名・知立市1名・刈谷市1名
・安城シティマラソン（12月）
　　女子3ｋｍ1位～8位、女子10km1，3，4，7位、男子10km3，6，7位
・全三河駅伝大会（1月）
　　女子A優勝、女子B3位
・U20日本室内陸上競技大阪大会（のべ4種目出場）（2月）
　　女子走高跳3位、6位

◇バドミントン部
・愛知県高等学校新人体育大会バドミントン競技（10/28、11/3・4）
　　女子団体 ベスト8
　　女子ダブルス ベスト16
　　　加藤真奈美・棚瀬茉亜奈・松本真歩・尾崎瑠美
・愛知県高等学校学年別バドミントン大会（県大会1/6・7・8・13）
　　1年女子シングルス ベスト16　松本真歩
　　1年女子ダブルス ベスト16　押切玲奈・松本真歩
　　2年女子ダブルス ベスト8　加藤真奈美・棚瀬茉亜奈

◇女子バレーボール部
・第70回全日本バレーボール高等学校選手権大会
　　西三河予選会（9/30・10/1） 優勝
　　県大会（11/11・12） ベスト8進出
・西三河高等学校1年生バレーボール大会（12/9） 優勝
・西三河高等学校バレーボール選手権大会（12/23）
・愛知県高等学校新人体育大会バレーボール競技
　　西三河支部予選会（1/13・14） 準優勝
・第41回全三河中学・高校東西対抗バレーボール大会（高校の部）（1/20）

◇女子サッカー部
・愛知県高校リーグ1部（6～12月） 4位　優秀選手賞　千賀夏希
・愛知県高等学校新人体育大会（1/7～2/10） 決勝進出
・第6回ＡＩＦＡアウォーズ2017 年間優秀選手　榎本梨乃

◇野球部
・東北ボランティア　宮城県気仙沼市・南三陸町（12/26~29）

◇男子サッカー部
・東北ボランティア　宮城県気仙沼市・南三陸町（12/26~29）
・新人戦西三河予選（1/13・14）

◇ハンドボール部
・愛知県高等学校新人体育大会
　　西三河予選（11/3・11・12）　第5位
　　県大会（12・27）

◇スポーツクライミング部
2年　倉　菜々子（刈谷南）
・第72回国民体育大会山岳ボルダリング（10/1~3）　決勝3位　リード決勝4位
・第8回全国高等学校選抜スポーツクライミング選手権大会（12/23・24） 準優勝
・第13回ボルダリングジャパンカップ（2/3・4）　準決勝　11位

◇吹奏楽部
・第60回中部日本吹奏楽コンクール 本大会　(10/8)
 文部科学大臣賞(1位)・金賞
・第30回全日本マーチングコンテスト (11/20)
 金賞 (2年連続5回目－7年連続出場)
・第40回全日本アンサンブルコンテスト
　　西三河南地区大会 (1/8) 金賞13団体（うち3団体代表）、銀賞2団体
　　県大会　(1/27) 金管八重奏金賞&代表
 フルート六重奏金賞
 サキソフォン四重奏金賞
　　東海大会(2/11) 金管八重奏
・第29回中部日本個人・重奏コンテスト
　　西三河南地区大会(2/4) クラリネット八重奏、金管十重奏
 サキソフォン四重奏金賞＆代表

◇弦楽部
・日本学校合奏コンクール　全国大会（10/21） ソロ部門　銀賞
・日本学校合奏コンクール　全国大会（11/4） グランドコンテスト　銅賞
・アンフォーレハッピーコンサート（11/22）
・夢のさなか（12/10）
・安城、岡崎地域交流コンサート（12/23）
・第23回定期演奏会　安城市民会館サルビアホール（2/4）

◇合唱部
・JR安城さわやかコンサート（10/28）
・夢のさなか（12/10）
・安城デンパーククリスマスコンサート（12/23）
・第24回愛知県ヴォーカルアンサンブルコンテスト（1/9） 銀賞・銅賞
・第13回定期演奏会　アンフォーレ（2/12）

◇書道部
・第32回高文連東西三河支部書道展（11/8~12）

◇美術部
・第32回高文連美術・工芸専門部西三河支部展（1/23~28）
・30年度アートフェスタ・愛知県高等学校総合文化祭（8月）
　　美術・工芸専門部代表作品　2年　池端　京花　　

◇演劇部
・第70回中部日本高等学校演劇大会（7月） 西三河第二地区大会優秀賞
・第70回中部日本高等学校演劇大会（8月） 愛知県大会奨励賞
・第36回市民演劇祭（2/3）
・西三第二地区合同発表会（12/23・24）　優秀賞

◇箏曲部
・愛知県高等学校文化連盟　日本音楽部門　第32回発表会（箏曲・能楽　県大会）
　　「さらし風手箏」演奏　奨励賞（1/6）
・創設10周年記念箏曲演奏会（1/14）

大会・試合結果　２０１7年10月～２０１8年1月

　11月4日に行われた日本学校合奏コンクー
ルに出場し、チャイコフスキー作曲「弦楽セレ
ナーデ第1楽章」を演奏しました。全国の舞台
はいつもとは違う環境で緊張しましたが、みんな

の顔を見ながら安心して演奏することができました。結果は銅賞でし
たが、4月からみんなで練習を重ねてきたことが全て発揮できたと思う
ので、達成感でいっぱいです。後輩たちには私たちよりも上の賞を
取ってほしいです。応援してくださった方々、ありがとうございました。

木村 真衣奈
依佐美中学校出身

普通科　3年5組

弦楽部

第6回日本学校合奏コンクール2017
2017年11月4日　
場所／千葉県文化会館

持てる力を発揮し、
達成感でいっぱい

　老人ホームや学園祭などで演奏す
る機会はありましたが、たくさんのお客さ
んの中演奏するのは初めてで、とても
緊張しました。演奏が無事終わり、来て

いただいた多くのお客さまに「よかったよ」と褒めてもらえまし
た。創部10周年という節目の年に演奏ができ、とてもいい思
い出になりました。ありがとうございました。

齋藤 美香
安城南中学校出身

普通科　3年2組

箏曲部

創部10周年演奏会
2018年1月14日　
場所／安城市東部公民館

はじめての演奏会

卓球部

全国選抜出場決定！
2017年12月23～25日　
場所／東遠カルチャーパークさんりーな

全国大会出場!

　私たち卓球部は、全国選
抜卓球大会・東海選考会に
おいて6位に入賞し、3月25
日から28日まで福井県営体

育館で行われる全国選抜卓球大会に出場できる
ようになりました。日頃から支えてくれる家族・コー
チ・監督、そして一緒に頑張っている仲間に感謝
しながら、全国の舞台では悲願である「全国大会
での団体1勝」に向けて、安城学園高等学校らし
い団結力で楽しんでプレーしたいと思います。

髙木 玲於奈
益富中学校出身

商業科　2年2組

悲願「全国大会での
団体1勝」に向けて
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　合同自主公演では、たくさんの高校が集まってダンスを発表します。
AGDCのダンスが少しでも多くの人の心に残るように練習をとても頑
張りました。また、他校のダンスを見ていい部分や取り入れたい部分
など多くの発見があり、勉強になりました。大会ではライバルになりま
すが、エンディングを一緒に練習し発表をするという経験ができ、とても
楽しい時間を過ごすことができました。

　部活動や自主活動、勉強面などいろいろなステージで夢を追え
る場に、夢に向かって頑張っている人たちを応援しあうことができる
場にしたい、ということからこの方針になりました。学びの場を支え
るため、生徒会では助成金学習会を行い、クラブ生とともに街頭
署名や募金活動を行いました。みなさんと学校生活をよりよくする
ために日々、活動しています。

●普通科2年8組　谷川 夢美　幸田北部中学校出身　

●普通科2年4組　永田 涼子　豊南中学校出身
●商業科3年1組　坂田 大和　鶴城中学校出身

　僕がこのような結果を
得ることができたのは、
夏休みに毎日3時間、合
計100時間勉強すると
いう目標を掲げて日々努
力できたからだと思いま
す。そしてそれは、商業科
の先生方のサポートの
おかげです。安城学園
初の国家資格取得がで
きたのはとても名誉なこ
とだと思うので、これから
進学先でも資格取得に
励んでいきたいです。

　本番の背景に
使われる絵を描く、
書き割り作業を行
いました。とても大
きな作品で大変で
したが、今年も多く
の方々のご協力に
より完成すること
ができました。本当にありがとうございました。私たち第30次創作
ミュージカル実行委員は、キャスト14名、スタッフ30名の総勢44
名で活動しています。これからも公演にむけて日々努力していき
ます。今年で30年目を迎える創作ミュージカルをぜひ見に来てく
ださい。

後期生徒会役員
後期生徒会を振り返って

生 徒 会 長
副 会 長
書 記
書 記      
会 計
会 計
渉 外

2年　黒木 愛華莉
2年　和佐田 汐里
1年　足立 絵理
1年　佐々木 瑠奈
1年　杉江 愛吏
1年　石川 朔夜
2年　狩野 龍星

（依佐美中学校出身）
（ 栄 中 学 校 出 身 ）
（ 竜 南 中 学 校 出 身 ）
（ 篠 目 中 学 校 出 身 ）
（ 一 色 中 学 校 出 身 ）
（ 安 城 南 中 学 校 ）
（猿投台中学校出身）

2017年度後期生徒会方針「夢gain」
①学校を学びの場所に→授業、放課後の学びを充実させる
②誰かのために動ける学校に→様々な面で頑張る人を支える

後期
生徒会
メンバー
紹介

国家資格ＩＴパスポート
試験合格

Topics2

ダンス部合同自主公演
2018年1月20日
刈谷市総合文化センター

第30次ミュージカル
書き割り合宿

2018年1月27～28日　安城学園高等学校
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生徒会活動報告Topics4

Topics3


